
糖
餅
行

の
ギ

ル
ド

ホ

ー

ル
馬

神

廟

と
祭

神

尾

上

葉

子

は
じ
め
に

糖
餅
行
と
は
、
清
代
の
北
京
に
存
在
し
た
菓
子
屋
お
よ
び
菓
子
職

人
の
ギ
ル
ド
の
こ
と
で
あ
る
。
糖
餅
行
は
外
城
の
広
渠
門
内
に
あ

っ

た
馬
神
廟

に
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
を
置
き
、
雷
祖
を
自
分
た
ち
の
主
祭
神

と
し
て
祀
り
、
活
動
を
お
こ
な

っ
て
い
た
。
奈
良
史
学
第
七
号

(
一

九
八
九
)

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
論
文
で
は
、
糖
餅
行
を
取
り

あ
げ

て
、

そ
の
起
源

・
祭
祀

・
行
規

・
衰
退
、
お
よ
び
馬
神
廟
の
起

源
の
各
項
目
に
分
け
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
北
京
の
菓
子
屋
と
菓
子
、

そ
し
て
菓
子
と
北
京
の
人
々
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い

樹
㌍
今
回

の
小
論
で
は
、
前
回
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ

た
、
馬
神

廟
が
な
ぜ
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
に
な

っ
た
の
か
、
雷
祖
が
ど
う

し
て
祭
神

と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
、
の
二
点
に
つ
い

て
、
も
う

一
度
見
て
い
き
た
い
。

当
時
、
ギ
ル
ド
の
人
々
は
ギ
ル
ド
内
で
重
要
と
考
え
ら
れ
た
事
項

を
石
碑
に
刻
み
、
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
に
立
て
た
が
、
糖
餅
行
の
人
々
も

多
く
の
石
碑
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
碑
文
は
、
『仁
井
田
陞
博

士
輯

北
京
工
商
ギ
ル
ド
資
料
集
』
第
五
巻

(東
京
大
学
東
洋
文
化

研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
i

一
九
八
〇
、
以
下

「資
料
集
」

と
略
)、
お
よ
び

『
明
清
以
来
北
京
工
商
会
館
碑
刻
選
編
』
(文
物
出

版
社

一
九
八
〇
、
以
下

「碑
刻
選
編
」
と
略
)
に
収
め
ら
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
、
拓
本
が

『北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匪
編
』

(中
州
古
籍
出
版
社

一
九
九
〇
、
以
下

「
北
拓
」
と
略
)

に
収
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
碑
文

を
中
心
的
な
資
料
と
し

て
、
上
に
書
い
た
問
題
を
考
え
て
い
き
た
い
。
な
お
、
以
下
に
碑
文

を
引
用
す
る
場
合
は
、
「北
拓
」
か
ら
の
読
み
取
り
を
基
礎
と
し
、
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小論 での略称 建立年 『資料集』の命名

雷祖会碑 嘉慶5年(1800)馬 神廟観音殿碑

『北拓』77巻69、70頁 雷祖勝会碑

重修碑 道光7年(1827)重 修馬神廟碑

『北拓』79巻113、114頁 馬神廟碑

行規碑 道光28年(1848)馬 神廟観音殿碑

『北拓』81巻150頁 九天雷祖勝会碑

聖会碑 道光28年(1848)馬 神廟馬祖殿碑

『北拓』81巻152頁 糖餅行碑

万古流芳碑 同治元年(1862)馬 神廟馬祖殿碑

『北拓』83巻16頁 糖餅行碑

万善同帰碑 同治元年(1862)掲 載 な し

『北拓』83巻17頁 馬神廟糖餅行碑

※ 『碑 刻選編』 は、 同治6年 に誤 る。

糖餅行碑記 光緒34年(1908)馬 神廟馬祖殿碑

『北拓』89巻152、153頁 糖餅行北案重整行規碑

糖 餅 行 関 係 碑 刻 表

『碑刻選編』の命名

糖餅行雷祖会碑

掲載なし

馬神廟糖餅行行規碑

糖餅行雷祖聖会碑

糖餅行万古流芳碑

糖餅行万善同帰碑

馬神廟糖餅行碑記

1

馬
神
廟
と
糖
餅
行

糖
餅
行
は
い
つ
馬
神
廟
を
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
と
し
た
の
か
。
こ
の
こ

と
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
碑
文
が
あ
る
。

雷
祖
会
碑

(嘉
慶
五
年
)

菰
因
都
城
沙
窩
門
内
大
道
傍
、
向
有
糖
餅
行
馬
耐
廟
。
歴
來
舗

戸
櫃
案
人
等
、
於
康
煕
四
十
八
年
、
公
摘
銀
八
十
鯨
雨
。
(中

略
)
馬
神
廟
原
係
糖
餅
行
雷
祖
勝
會
。

乃
先
人
所
置
、
遺
留
至

今
。
向
日
原
有
茶
館
南
果
舗
八
十
蝕
家
。
迄
今
九
十
鯨
載
。

聖
会
碑

(道
光
二
八
年
)、
万
古
流
芳
碑

(同
治
元
年
)
(こ
の
部

分
に
つ
い
て
は
、
両
碑
は
ほ
ぼ
同
文
)

如
我
江
南
糖
餅
行
、
在
京
貿
易
已
久
。

而

(同
治
碑

に
よ
る
)

舗
戸
櫃
案
人
等
、
向
於
康
煕
年
間
、
即
在
沙
窩
門
内
道
左
之
馬

神
廟
、
掲
助
銀
爾
、
並
置
墳
地
、
爲
供
奉
香
火
之
費
。
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馬
神
廟
に
つ
い
て

読
め
な
い
箇
所
な
ど
は
、
適
宜
、
上
記
の
二

つ
の
資
料
集
を
参
照
し

た
。
こ
の
論
文

で
引
用
す
る
糖
餅
行
関
係
の
石
碑
に
つ
い
て
、
表
を

作
成
し
た
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
今
回
の
論
文

で

引
用
し
て
い
な
い
碑
は
省
略
し
た
。



以
上
の
記
事
か
ら
、
糖
餅
行
と
馬
神
廟
の
関
わ
り
は
、
康
煕
四
八
年

(
一
七
〇
九
)
に
銀
八
〇
余
両
を
糖
餅
行
が
馬
神
廟

に
寄
進
し
た
こ

と
に
始
ま
り
、
馬
神
廟
に
銀
を
寄
進
し
た
と
同
時
に
墳
地
を
置
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

糖
餅
行

に
は
南
案

(南
果
舗
と
呼
ば
れ
る
江
南
地
方
出
身
の
菓
子

屋
と
そ
の
菓
子
職
人
の
グ
ル
ー
プ
)
と
北
案

(満
洲
醇
醇
舗
と
呼
ば

れ
る
北
京
出
身
の
菓
子
屋
と
そ
の
菓
子
職
人
の
グ
ル
ー
プ
、
醇
醇
と

は
菓
子
の
意
味
)
と
い
う
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
い
た
が
、

上
に
引

い
た
碑
文
中
の

「向
日
原
有
茶
館
南
果
舗
八
十
鯨
家
」
、
「如

我
江
南
糖
餅
行
、
在
京
貿
易
已
久
」
と
い
っ
た
表
現
か
ら
、
最
初
は

江
南
出
身

の
菓
子
屋
お
よ
び
菓
子
職
人

の
ギ
ル
ド
、
す
な
わ
ち
同
郷

・
同
業
者

ギ
ル
ド
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
に
地
元
で
あ
る
北

京
の
菓
子
屋
と
菓
子
職
人
が
加
わ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
茶
館

が
糖
餅
行

に
加
入
し
て
い
た
の
は
、
茶
館
の
う
ち
に
菓
子
を
焼
く
か

ま
ど
を
持

ち
、
館
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
菓
子
を
作

っ
て
客
に
出
し
て
い

た
も
の
が
あ

っ
た
の
で
、
糖
餅
行
と

つ
な
が
り
が
あ

っ
た
た
め
と
考

　　
　

え
ら
れ
る
。

ま
ず
、

糖
餅
行
が
ど
の
よ
う
に
馬
神
廟
を
管
理
し
て
い
た
の
か
見

て
み
よ
う
。

糖
餅
行

が
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
と
し
た
馬
神
廟
の
平
面
図
が

『資
料
集
』

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
図
に
は
馬
祖
殿
、
観
音
殿
と

「
オ
ヤ
ジ

ヤ
娘
ガ
住
ム
」
と
書
か
れ
て
い
る
建
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
馬
祖
殿

に
は
こ
の
廟

の
名

の
も
と
に
な

っ
た
馬
祖
が
、
観
音
殿
に
は
糖
餅
行

の
祭
神
で
あ
る
雷
祖
と
観
音
菩
薩
、
関
帝
が
そ
れ
ぞ
れ
祀
ら
れ
て
い

た
。
道
光
二
八
年
の

「行
規
碑
」
と
光
緒
三
四
年
の

「糖
餅
行
碑
記
」

に
は
雷
祖
と
並
ん
で
、
観
音
菩
薩
と
関
帝
の
名
も
刻
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
糖
餅
行
で
は
雷
祖
と
と
も
に
観
音
菩
薩
と
関
帝
も
祀

っ

　ヨ
　

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

糖
餅
行

で
は
雷
祖
を
祀

っ
て
い
た
観
音
殿
だ
け
で
は
な
く
、
廟
全

体
を
管
理
し
て
い
た
よ
う
で
、
各
碑
文
に
は
、
馬
祖
殿
や
山
門

・
周

囲
の
矯
壁

・
前
後
大
殿

・
東
西
配
房
な
ど
、
廟
の
様
々
な
建
物
に
つ

　る
　

い
て
、
糖
餅
行
が
金
を
出
し
て
修
理
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

嘉
慶
五
年

の

「雷
祖
会
碑
」
に
は
住
職
を
雇

い
廟
内
の
管
理
を
任
せ

て
い
た
こ
と
、
廟
内
の
管
理
が
行
き
届
か
な
け
れ
ば
、
他
の
住
職
を

　　
　

招
く
こ
と
な
ど
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

で
は
、
糖
餅
行
は
な
ぜ
広
渠
門
内
路
北
の
馬
神
廟
に
ギ
ル
ド
ホ
ー

ル
を
置
い
た
の
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
碑
文
に
は
何
も
語
ら

れ
て
い
な
い
。
土
地
の
契
約
書
や
馬
神
廟
の
修
理
の
帳
簿
な
ど
は
、

前
門
外
鮮
魚
口
に
あ

っ
た
大
興
楼
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
乾
隆
五

五
年

(
一
七
九
〇
)
に
火
災
に
遭

い
、
書
類

は
す
べ
て
焼
失
し
て
し
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ま

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
嘉
慶
五
年

の

「雷
祖
会
碑
」
、
道
光
二
八

年
の

「聖

会
碑
」
、
同
治
元
年

の

「
万
古
流
芳
碑
」
、
同
治
元
年

の

　　
　

「万
善
同
帰
碑
」
な
ど
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返

し
碑
に
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
大
興
楼

の
火
災

に
よ
る
書

類
焼
失
は
、
糖
餅
行
に
と

っ
て
重
大
事
件
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
の
火
災
に
よ
り
糖
餅
行
と
馬
神
廟
の
初
期
の
関
わ
り
を
示
す

記
録
の
多
く
が
焼
失
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2

馬
神
廟
と
そ
の
周
辺

そ
れ
で
は
、
碑
文

に
は
語
ら
れ
て
い
な
い
、
「
な
ぜ
糖
餅
行
は
馬

神
廟
を
ギ

ル
ド
ホ
ー
ル
と
し
た
の
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
馬

神
廟
は
ど
の
よ
う
な
場
所
に
あ

っ
た
の
か
を
詳
し
く
見

て
い
き
な
が

ら
、
そ
の
理
由
を
考
え
て
い
き
た
い
。
馬
神
廟
の
所
在
地

に
つ
い
て

は
、
資
料

に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
次
に
挙
げ
る
。

都
城
沙
窩
門
内
大
道
傍

嘉
慶
五
年
雷
祖
会
碑

広
渠
門
内
路
北

同
治
元
年
万
善
同
帰
碑

北
京
外
城

・
崇
文
門
外
臥
仏
寺
西
南

『資
料
集
』

広
渠
門
内
棲
流
所
三
号

『碑
刻
選
編
』

　ア
　

牛
角
湾
南
馬
神
廟
三
号

『北
平
廟
宇
通
検
』

注
L

}幽
恩
転
塾

唖馨
墨

⊥

一

隔
D

ミ

ナ
く

一
』

鳶

北
京
市
崇
文
区
広
渠
門
内
安
化
寺

『北
拓
』

以
上
の
場
所
の
表
記
は
、
共
通
し
て
現
在

の
崇
文
区
広
渠
門
内
大

街
と
そ
こ
か
ら
北
西
に
伸
び
る
東
花
市
斜
街

に
挟
ま
れ
た
辺
り
を
指

し
て
お
り
、
こ
の
地
区
は
、
現
在
で
は

「国
強
束
里
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

さ
ら
に
さ
か
の

ぼ

っ
て
、
現
存
す

ー

る
最
大
の
北
京
図

油

窪

"

で
あ
る
『薩

京

鵡
鴇

.

畿
継

〒
『

、

に

「馬
神
廟
」
の

、
震

図1

名
が
見
え
、
そ
の

存
在
を
確
認
で
き

る
が

(図
1
、
興

亜
院
華
北
連
絡
部

政
務
局
調
査
所
影

印
本

[
一
九
四
〇
]

に
よ
る
)
、

こ
こ

で
は
清
末
か
ら
民
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辱"繭 も
繊1・鞭 碧細 く

鵬

や
r

智

雛
蕪
畢

図2

国
に
か
け
て
の
馬
神
廟
を
取
り
巻
く
環
境
を
知
る
た
め
に
、
民
国
時

代
の
地
図
か
ら
こ
の
地
域
の
部
分
を
抜
き
出

し
て
み
た
い
。
馬
神
廟

は
、
け

っ
し
て
有
名
な
廟

で
も
大
き
な
廟

で
も
な
い
か
ら
、
民
国
時

代
の
北
京
の
地
図
を
見

て
も
、
小
縮
尺
の
も

の
の
場
合
は
、
周
囲
に

あ

っ
た
寺
廟
と
し
て
後

で
紹
介
す
る
、
天
龍
寺
、
臥
佛
寺
、
隆
安
寺

な
ど
は
必
ず
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
馬
神
廟
と
敷
地
が
繋
が
る
棲

流
所
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
が
、
馬
神
廟
に
つ
い
て
は
、

書
か
れ
て
い
な
い
地
図
が
多
い
。
そ
れ
は
、
後
で
引
く

『北
京
市
崇

文
区
地
名
志
』
(北
京
出
版
社

一
九
九
二
)
に
附
載

の
歴
代
の
歴

史
地
図
で
も
同
様
で
あ
る
。

こ
こ
で
図
2
と
し
て
掲
載
し
た
の
は
、

一
九
三
〇
年
代
後
半
の
物
か
と
思
わ
れ
る
中
文
の
地
図

『北
京
名
勝

遊
覧
図
』

(最
新
地
学
社
発
行

発
行
年
な
し
)
で
、
や
は
り
広
渠

門
内
に
馬
神
廟
が
見
え
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら

一
九
四
四
年
に
馬
神

廟
を
調
査
し
た
仁
井
田
陞
氏
や
奥
野
信
太
郎
氏
の

一
行
も
手
に
し
て

い
た
か
も
し
れ
な

い

『
北
京
市
街
地
図
」

(新
民
印
書
館
発
行
)
と

い
う
、
昭
和

一
九
年
の
日
付
を
持

つ
日
本
語
版
の
地
図
が
あ
る
が
、

こ
の
地
図
と
ま

っ
た
く
同
じ
版
下
を
用
い
て
い
る
。

さ
て
、
図
2
の
地
図
を
見

て
い
く
と
、
広
渠
門
の
周
囲
と
、
広
渠

門
大
街
に
つ
い
て
は
民
家
と
思
わ
れ
る
建
物

が
あ
り
、

一
方
、
北
西

の
花
市
地
区
か
ら
続
く
住
宅
地
区
は
、
馬
神
廟
の
少
し
手
前
で
と
ど
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ま

っ
て
い
て
、
馬
神
廟
の
付
近
は
建
物
も
ま
ば
ら
で
、
寺
廟
や
義
地

が
広
が

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
で
引
用
す
る
奥
野
氏
の
文
章

の
と
お
り

だ

っ
た
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
図
1
の

『乾

隆
京
城
全
図
』

で
も
、
周
囲
に
見
ら
れ
る
建
物
の
多
く
は
寺
や
廟
で

あ
り
、
民
国
期
よ
り
も
さ
ら
に
多
く
の
寺
や
廟

の
名
前
を
見
出
す
こ

と
が
で
き

る
か
ら
、

こ
う
し
た
光
景
は
そ
の
当
時
か
ら
の
も
の
で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

具
体
的

に
周
囲
の
景
観
を
紹
介
し
て
み
る
と
、
東
隣

に
隣
接
し
て

棲
流
所
、
北
は
天
龍
寺
、
や
や
離
れ
て
臥
佛
寺
、
北
東

に
隆
安
寺
、

東
は
五
顕
廟
、
南
は
広
渠
門
大
街
と
大
石
橋
を

つ
な
ぐ
道
と
川

(註

19
で
引
く
仁
井
田
氏
の
記
録

に
よ
れ
ば

「ど
ぶ
川
」
)
を
挟
ん
で
安

化
寺
や
櫨
聖
庵
が
あ
り
、
そ
の
間
の
あ
ち
こ
ち
に
、
広
東
義
園
や
休

寧
義
園
、
婆
源
義
園
、
松
江
義
園
、
安
慶
義
園
な
ど
と
い
っ
た
墓
地

が
あ

っ
た
。

馬
神
廟

の
周
辺

に
存
在
し
た
こ
れ
ら
の
寺
廟
に

つ
い
て
、
『
震
垣

識
略
』
の
記
事
を
手
が
か
り
に
見
て
お
こ
う
。

　
　
　

棲
流
所

貧
し
い
人
々
や
ホ
ー
ム
レ
ス
を
収
容
し
た
施
設
。

天
龍
寺

漸
江
省
金
華
出
身
の
人
々
の
会
館

で
、
明
の
万
暦

年
間
に
建
立
、
康
煕
二
年

(
一
六
六
三
)
に
修
理
、

　　
　

雍
正
五
年

(
一
七
二
七
)
の
碑
あ
り

隆
安
寺

臥
仏
寺

櫨
聖
庵

安
化
寺

一
方
、
『資
料
集
』

北
京
の
ギ
ル
ド
調
査
の
成
果
を
も
と
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、

昭
和

一
九
年

に
馬
神
廟
を
訪
れ
て
い
る
が
、

氏
が
、
「古
燕
日
渉
」

中
に
馬
神
廟
を
訪
問
し
た
と
き
の
記
録
も
あ

る
。

年
の
進
士

で
あ
る
陳
宗
蕃

『燕
都
叢
考
』

に
そ
の
沿
革
、

の
時
代

の
北
京
に
つ
い
て
の
有
用
な
文
献

で
あ
る
。

と

『燕
都
叢
考
』

具
体
的
に
述

べ
ら
れ
て
お
り
、

　り
　

明
の
景
泰
五
年

(
一
四
五

四
)
創
建
。

乾
隆
丙
戌

(ゴ
ニ

)
年

(
一
七
六
六
)
の
碑
あ
り
。

寺
内
に
明
の
正
徳
年
間
の
鐘
が
あ
る
が
、
他
か
ら
移

　け
　

さ
れ
て
き
た
可
能
性
あ
り
。

明
代
に
山
西
省
出
身
の
鍛
冶
屋
ギ
ル
ド
に
よ
り
建

　ね
　

て
ら
れ
た
。

明
代
の
開
山
。
正
統
八
年

(
一
四
四
三
)
に
額
を

　お
　

下
賜
さ
れ
る
。

は
、
仁
井
田
陞
氏
に
よ
る

一
九
四
〇
年
代
の

氏
は
、

(
一
九
四
四
)
の
秋
か
ら
初
冬

に
か
け
て
の
調
査
の
際

こ
の
と
き
に
同
行
し
た
奥
野
信
太
郎

(14
)

に
調
査
の
様
子
を
書

き
残
し
て
お
り
、
そ
の

ま
た
、
光
緒
三
〇

(
一
八
七
九
-

一
九
五
四
)
が
著
し
た

(
一
九
三
〇
年
に
初
版
刊
行
)

は
、
当
時
の
各
区
ご
と

古
蹟
に
つ
い
て
、
文
献
を
引

い
て
述

べ
て
お
り
、
こ

(15
)

「古
燕
日
渉
」

に
は
、
い
ず
れ
も
当
時
の
馬
神
廟
周
辺
の
様
子
が

当
時
の
状
況
を
知
る
の
に
役
立

つ
。
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ま
ず
、

「
古
燕
日
渉
」
に
は
、
馬
神
廟

の
近
く

に
は
糸
繕
り
工
場

に
な

っ
て

い
る
南
極
廟
が
あ
り
、
こ
の
廟
の
周
辺
に
は
糸
を
繕
る
職

人
が
た
く

さ
ん
住
ん
で
い
た
こ
と
、
南
極
廟
か
ら
路

一
つ
隔
て
た
東

側
の
高
台

に
、
演
劇
関
係
者
の
墓
地
で
あ
る

「
江
南
春
台
義
園
」
が

あ

っ
た
こ
と
、

こ
の
辺
り
に
は
小
高
い
丘
が
点
在
し
、
畑
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
た

こ
と
な
ど
、
馬
神
廟
か
ら
眺
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
風
景
や
、

馬
神
廟
を

は
じ
め
と
す
る
建
物
の
内
部
の
状
況

・
そ
こ
に
暮
す
人
々

　お
　

の
様
子
な
ど
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る

馬
神
廟
周

辺
の
風
景
は
、
糖
餅
行
の
碑
文
で
は
う
か
が
い
知
る
こ
と

の
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
訪
問
時
の
馬
神
廟
の
様
子

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

臥
仏
寺
か
ら
南
に
下

っ
て
、
先
般

一
度
き
た
南
極
廟
に
程
近
い

小
丘

に
、
馬
神
廟
を
訪
う
。
ほ
と
ん
ど
廃
滅
に
瀕
し
て
い
る
が
、

建
物

は
観
音
殿
と
馬
神
廟

(
以
下
馬
神
廟
と
書
か
れ
て
い
る
の

　り
　

は
、
馬
祖
殿
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
、
筆
者
)
と
だ
け
が
の
こ

っ

て
い
る
。
糖
餅
行
の
信
仰
神
で
あ
る
。
但
し
糖
餅
行
の
祖
神
と

し
て
祭
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
馬
神

で
は
な
く
し
て
、
観
音
殿

中
の
雷
祖
で
あ
る
。
観
音
殿
の
内
部
に
碑

一
基
、
殿
前
に
左
右

二
基
、
馬
神
廟
内
部
に
六
基
、
計
九
基
あ
る
。
馬
神
廟
の
荒
廃

は
、
殊

の
ほ
か
で
、
屋
根
は
破
れ
、
青
空
が

つ
つ
ぬ
け
に
仰
ぎ

み
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
棺
桶
が
、

あ
ま
り
広
く
も
な
い
廟

内

に
、
長
々
と
三

つ
も
横
え
ら
れ
て
い
る
あ
た
り
、
ま
さ
に

『
柳
斎
志
異
』
中
の
情
景
で
あ
る
。

こ
れ
は

一
九
四
四
年

の
馬
神
廟
の
様
子
で
あ
る
が
、
中
華
民
国
二
五

年

(
一
九
三
六
)

に
出
版
さ
れ
た

『
北
平
廟
宇
通
検
』
に
は

「
も
と

は
北
京
の
糖
餅
商

の
会
所

で
あ

っ
た
が
、
現
在
は
す
で
に
ひ
ど
く
荒

　　
　

れ
果
て
て
い
る
」
と
あ
る
。
仁
井
田
氏

一
行

の
調
査
の
八
年
前

の
一

九
三
六
年
に
は
、
馬
神
廟
か
ら
は
す
で
に
糖
餅
行
は
立
ち
退

い
て
い

て
、
馬
神
廟

の
荒
廃
が
か
な
り
進
ん
で
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
『
燕
都
叢
考
』
に
描
か
れ
て
い
る
馬
神
廟
周
辺
の
様
子
を

見
て
み
よ
う

(第
三
編

・
外
三
区
各
街
市
)
。

自
牛
角
湾
胡
同
而
南
倶
爲
荒
野
、
西
有
天
龍
寺
、
馬
碑
廟
、
梢

東
有
臥
佛
寺
、
再
東
爲
隆
安
寺
、
爲
廣
東
義
園
、
(以
下
略
)

自
廣
渠
門
大
街
而
南
以
達
干
左
安
門
、
均
爲
荒
涼
寂
莫
之
匠
、

疏
圃
麦
畦
、
頽
垣
屡
家
、

一
望
皆
是
。
其
有
名
構
可
記
者
、
惟

二
一二
寺
廟
而
已
。

や
は
り
、
荒
れ
果
て
た
土
地
、
野
菜
畑
や
麦
畑
、
崩
れ
落
ち
た
垣

や
墓
が
続
く
風
景
で
あ

っ
た
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

文
献

の
記
述
に
よ

っ
て
も
、
馬
神
廟
は
畑
や
荒
地
の
中
に
寺
廟
や
墓

地
、
小
さ
な
丘
が
点
在
す
る
町
外
れ
の
寂
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
、
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と
い
う
地
図
の
上
で
受
け
た
印
象
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
資
料
集
』

に
見
え
る
仁
井
田
氏
の
調
査

の
対
象
と

な

っ
た
会
館

・
公
所
の
所
在
地
を
整
理
し
て
み
る
と
、
多
く
の
会
館

・
公
所
は
外
城
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
前
門
大
街
を
挟
ん
で

東
西
に
あ
り
、
西
は
宣
武
門
以
西
、
東
は
崇
文
門
以
東
に
な
る
と
、

そ
の
数
は
少
な
く
な
る
。
馬
神
廟
の
近
く
に
も
、
前
に
挙
げ
た
櫨
聖

庵
と
い
う
山
西
省
出
身
の
鍛
冶
屋
ギ
ル
ド
の
会
館
も
存
在
し
た
施
W

や
は
り
他

の
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
と
比

べ
て
、
馬
神
廟
が
辺
鄙
な
場
所
に

あ

っ
た
と

い
う
感
は
い
な
め
な
い
。

こ
の
よ
う
な
町
外
れ
に
あ
る
馬
神
廟
を
、
糖
餅
行
が
な
ぜ
ギ
ル
ド

ホ
ー
ル
と
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
碑
文
に
も
記
さ

れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
他
の
資
料
も
発
見
で
き
て
い
な
い
た
め
、
残
念

な
が
ら
不

明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
馬
神
廟
周
辺
に
糖
餅
行
の
人
々
に

関
わ
り
の
あ
る
場
所
が
存
在
し
た
可
能
性
が
な
い
か
考
え
て
み
た
い
。

二
〇
頁

で
引
い
た
道
光
二
八
年
の

「聖
会
碑
」
に

「
並
に
墳
地
を

置
き
」
と
あ
り
、
嘉
慶
五
年
の

「雷
祖
会
碑
」
に
は

「
原
有
契
紙
、

並
西
南
墳
地
契
紙
、
共
計
八
張
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。
後
者
の
墳

地
が
ど
こ
に
置
か
れ
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
前
者
の
も
の
は
、

お
そ
ら
く
馬
神
廟
、
あ
る
い
は
そ
の
近
傍
に
彼
ら
の
墳
地
が
置
か
れ

た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
馬
神
廟
の
西
南
に
は
、
す
で
に
地
図

で
見
た
よ
う
に
、
松
江
義
園
、
休
寧
義
園
が
あ
り
、
さ
ら
に
南

に
は

漸
慈

(漸
江
省
慈
難
)
義
園
、
安
慶

(安
徽
省
)
義
園
、
「古
燕
日

渉
」
で
登
場
し
た
春
台
義
園
や
漸
紹

(漸
江
省
紹
興
)
義
園
が
あ
り
、

こ
の
辺
り
に
は
江
南
出
身
者
の
墓
地
が
多
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

江
南
出
身

の
人
々
と
関
係
の
深
か

っ
た
こ
の

一
角
に
、
当
初
は
江
南

出
身
者

の
ギ
ル
ド
で
あ

っ
た
糖
餅
行

の
人

々
が
墳
地
を
置
き
、
そ
こ

か
ら
ほ
ど
近

い
馬
神
廟
を
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
と
し
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
禰

ち
な
み
に
、
建
国
後
は
こ
の
地
域
が
ど
う
な

っ
た
か
に
つ
い
て
も

書
い
て
お
き
た
い
。
上
に
書

い
た
よ
う
な
状
況
は
、
建
国
初
期
で
あ

る

一
九
四
九
年
の
地
図
を
見
て
も
あ
ま
り
か

わ

っ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
『北
京
市
崇
文
区
地
名
志
』
の
棲
流
所

の
項
に
よ
れ
ば
、
建
国

後
こ
の
地
区
の
都
市
建
設
は
急
速
に
発
展
し
、
棲
流
所
、
婆
源
義
園
、

馬
神
廟
、
五
顕
廟
な
ど
の
あ

っ
た
場
所
に
は
、
次
々
と
新
し
い
ア
パ

ー
ト
が
建
て
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
建
物
は
歴
史
上
の
も
の
と
な

っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、

一
九
六
〇
年
代

の
大
縮
尺
図
で
は
、
こ

の
地
区
は
ま

っ
た
く
都
市
化
し
て
し
ま

っ
て
お
り
、
多
く
の
ア
パ
ー

ト
と
思
わ
れ
る
建
造
物
を
地
図
上
に
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
同
書

の
崇
文
区

・
国
強
束
里
の
項
目
を
見
て
も
、

一
九
五
〇
年
代
後
期
に

「
楼
区
」
の
建
設
が
始
ま

っ
た
と
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
現
在

の
こ
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の
地
区

に
は
、
奥
野
氏
が
馬
神
廟
を
訪
れ
た
時
代
の
面
影
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
糖
餅
行
が
馬
神
廟

に
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
を
置
く
理
由
を
考
え

て
み
た
が
、
残
念
な
が
ら
結
論
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。
墓
地
や
畑
に

囲
ま
れ
た
町
外
れ
の
馬
神
廟
を
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
、

今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

一
一

雷
祖
と
糖
餅
行

糖
餅
行

の
主
祭
神

で
あ
る
雷
祖
は
、
そ
の
名
の
通
り

「雷

の
神
」

で
、
九
天
応
元
雷
声
普
化
天
尊
と
い
う
。
明
代
の
小
説

『
封
神
演
義
』

の
中
で
、
股
の
紺
王
の
太
師
で
あ

っ
た
聞
仲
が
雷
部
の
神

の
統
領
で

あ
る
九
天
応
元
雷
声
普
化
天
尊
に
封
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
雷
祖
11

九
天
応
元

雷
声
普
化
天
尊
"
聞
仲
と
さ
れ
る
。
仁
井
田
陞
氏
は
、

『中
国
の
社
会
と
ギ
ル
ド
』
の
中

で

「
こ
れ

(馬
神
廟

の
こ
と
、
筆

者
)
に
観
音
菩
薩
及
び
關
帝
と
共
に
、
雷
祖
即
ち
封
棘
傳
に
い
う
股

　れ
　

の
紺
王
の
武
將

の
聞
仲
を
祀

っ
て
い
た
」
と
述

べ
て
お
り
、
ギ
ル
ド

が
祀
る
守
護
神
や
創
始
者
に
つ
い
て
多
方
面
か
ら
述
べ
て
い
る

『中

　の
　

国
行
業
神
崇
拝
』
で
も
、
こ
の
仁
井
田
氏
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
『中
国
行
業
神
崇
拝
』
に
は
、
『北
平
各
行
祖
師
調
査
紀
略
』

に
樵
点
業
が
聞
仲
を
祀

っ
た
理
由
と
し
て
、
樵
点
を
焼
く
炉
を
聞
仲

が
発
明
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

　お
　

の
根
拠
は
何
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
と
あ
る
。
ま
た
、
碑
文
の
内

容
を
見
て
も
、
雷
祖
が
糖
餅
行
の
人
々
に
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

理
由
は
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
問
題
を
考
え

る
材
料
と
し
て
、
糖
餅

行
以
外

で
雷
祖
を
祀
る
ギ
ル
ド
に
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ

っ
た

の
か
を
、
見
て
い
こ
う
。

彰
澤
益
主
編

『中
国
工
商
行
会
史
料
集
』

(中
華
書
局

一
九
九

五
)
に
は
、
宣
統
三
年

(
一
九

=

)
に
出
版
さ
れ
た

『湖
南
商
事

習
慣
報
告
書
』
に
所
載
の
湖
南
省
各
地
の
各
種
の
職
業
の
規
約
が
引

か
れ
て
い
て

(上
冊

第
三
編

各
省
工
商
行
業
条
規
選
輯
)
、
食

物
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
々
が
雷
祖
を
祀

っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
規
約
の
中
に
雷
祖

を
祀
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
職
業
と
し
て
、
斎
館

(規
約
中
に
菓

子
の
値
段
を
規
則

で
定

　ぬ
　

め
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
菓
子
を
あ

つ
か

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
)

・
面
店
粉
館

(麺
類
な
ど
の
粉
製
品
を
供
す
る
食
堂

の
よ
う
な
と
こ

ろ
か
)
・
甜
酒
粉
館

(酒
と
粉
製
品
を
供
す

る
食
堂
の
よ
う
な
と
こ

ろ
か
)
・
豆
腐
宮
粉
水
粉
業

(官
粉
が
何
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
る

が
、
コ
豆
腐
官
粉
」

で
豆
腐
と
そ
の
粉
、
す

な
わ
ち
豆
腐
と
お
か
ら

の
よ
う
な
も
の
、
春
雨
を
あ

つ
か
う
店
と

い
う
こ
と
か
)
・
茶
館

・
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碓
坊

(精
米
所
)
・
糖
坊

(製
糖
工
場
)
・
芽
菜

(豆
も
や
し
を
あ

つ

か
う
)
・
鶏
鴨
焼
膳

(鶏
や
ア
ヒ
ル
の
あ
ぶ
り
焼
き
)
・
根
食
糟
坊

(穀
類

・
イ
モ
類

で
酒
を
造
る
酒
造
所
)
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
以
外

に
も
褄
店

(表
装
店
)
・
紙
盒
店

(紙
箱
を
あ

つ
か
う
店
)
な
ど
も

雷
祖
を
祀

っ
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
食
物
に
関
す

る
様
々
な
職
業
が
雷
祖
を
祀

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

こ
の

『
湖
南
商
事
習
慣
報
告
書
』
に
は
、
残
念
な
が
ら
ど
の
職
業

に
つ
い
て
も
雷
祖
を
祀
る
理
由
は
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
前
出
の

『
中
国
行

業
神
崇
拝
』
に
は
、
糖
餅
行
以
外
に
も
雷
祖
を
祀

っ
て
い

た
職
業
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

湖
南
地
方
な
ど
の
料
理
人

『行
業
祖
師
項
談
』
に
は
、
五
穀
を
だ
い
な
し
に
す
る
と
雷
に

う
た
れ
、
多
く
の
穀
物
を
携
え
て
雷
祖
を
祀
る
と
、
雷
に
う
た

れ
る

の
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
民
間
の
迷
信
が
あ
り
、

　あ
　

こ
れ
が
雷
祖
を
祀
る
源
に
な

っ
て
い
る
と
あ
る
。

内
江

(四
川
省
)
の
精
米
所

雷
祖
を
祖
師
と
し
て
信
奉
す
る
理
由
は
、
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
米
の
糠
を
取
る
と
き
に
出
る
臼
の
ゴ

ロ
ゴ

ロ
と
い
う
音

が
雷
鳴
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雷
祖
を
祖
師
と
し
て
信
仰
し

蓄ナ
時
代
は
さ
か
の
ぼ
る
が
、
『太
平
広
記
』
巻
三
九
三

・
「華
亭
堰
典
」

(出
典
は
唐
の

『原
化
記
』)
に
、
雷
に
う
た
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の

問
答
が
あ
る
。
「牛

・
木

・
魚
ま
で
も
が
何

の
罪
で
雷
に
う
た
れ
て

死
ぬ
の
か
」
と
い
う
問
い
に
、
「牛
や
魚
は
田
畑
に
踏
み
込
ん
で
水

を
傷
め
、
稲
の
苗
を
害
し
て
い
る
か
ら
だ
」

と
答
え
て
い
る
。
さ
ら

に

「水
が
損
な
わ
れ
る
の
は
わ
ず
か
な
こ
と

で
あ
る
の
に
、
ど
う
し

て
罰
は
大
き

い
の
か
」
と
問
わ
れ
て
、
「
五
穀
は
万
人
の
命
、
国
の

宝
で
あ
る
の
で
、
天
は
こ
れ
ら
を
諌
し
、
人

々
を
戒
め
た
の
で
あ
る
」

　れ
　

と
答
え
て
い
る
。
こ
の
問
答
は
、
五
穀
を
粗
末
に
す
る
者
は
雷
に
う

ち
殺
さ
れ
る
と
い
う
考
え
が
、
古
く
か
ら
存
在
し
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
る
。

あ
る
い
は
、
清
代
の
道
光
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
蘇
州
の
年
中
行
事

記

で
あ
る

『
清
嘉
録
』

に
は
、
六
月
二
四
日

の
雷
祖

の
誕
生
日
に
つ

い
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
雷
祖
像
が
祀
ら
れ

て
い
る
城
内

の
玄
妙
観

や
間
門
外

の
四
図
観
の
賑
わ
い
が
描
か
れ
た
後
に
、
六
月

一
日
か
ら

雷
祖

の
誕
生
日
の
二
四
日
ま
で
精
進
食
を
食

べ
る

「雷
齋
」
と
い
う

行
事
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
雷
齋
」

を
お
こ
な
う
人
々
は
人

口
の
八
、
九
割
に
も
の
ぼ
り
、

こ
の
時
期
は
食
肉
店
も
休
業
す
る
ほ

ど
で
あ

っ
た
と
い
う
。
ま
た
、

こ
の
期
間
中
、
雷
を
聞

い
た
時
か
ら
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精
進

の
食
事
を
始
め
る
人
も
お
り
、
た
と
え
食
事
中
で
あ

っ
て
も
雷

　の
　

が
聞

こ
え
た
な
ら
、
す
ぐ
に
精
進
食
に
切
り
替
え
た
と
あ
る
。

こ
の

「
雷
齋
」
と
い
う
行
事
に
は
、
雷
除
け
の
ま
じ
な
い
の
よ
う

な
意
味
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
雷
除
け
の
ま
じ
な
い
が
、

な
ぜ
肉
を
断
ち
精
進
の
食
事
を
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
え
ば
、

贅
沢
な
食

事
を
せ
ず
、
食
物
を
無
駄
に
し
て
い
な
い
こ
と
を
雷
祖
に

示
し
、
そ

の
怒
り
に
触
れ
な
い
よ
う
に
身
を
慎
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
雷
祖
11
食
物
の
守
護
神
と
い
う
考
え
が
、
根
底
に
あ

っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
先
に
挙
げ
た

『
太
平
広
記
』
の

「華
亭
堰

典
」
に
記
さ
れ
て
い
る
問
答
か
ら
も
、
雷
神
11
食
物
の
守
護
神
と
い

う
考
え
方
が
う
か
が
え
る
。

雷
祖
を
食
物
の
守
護
神
と
考
え
る
上
で
注
目
し
た
い
の
は
、
雷
祖

と
雨

の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
関
係
を
述
べ
る
上
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

の
は
、
雷
祖
の
誕
生
日
と
さ
れ
る
六
月
二
四
日
で
あ
る
と
考
え
る
。

次
に
雷
祖

の
誕
生
日
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

雷
祖

の
誕
生
日
に
つ
い
て
、
中
村
喬
氏
は
、
『清
嘉
録
』

の
訳
註

(『清
嘉
録

～
蘇
州
年
中
行
事
記
～
』

東
洋
文
庫

一
九
八
八
)

で
、

「
雷
斎
」

に
註
し
て
、
『明
史
』
に
六
月
二
四
日
は
九
天
応
元
雷
声
普

化
天
尊
示
現
の
日
と
し
、
毎
年
こ
の
日
に
顕
霊
宮
に
役
人
を
派
遣
し

祭
を
行

っ
て
い
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
こ
の
雷
尊
示
現
の
日
が
誕
生

　の
　

日
と
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
し
い
、
と
述

べ
て
い
る
。
六
月
二
四

日
が
な
ぜ
雷
祖
示
現

の
日
、
す
な
わ
ち
雷
祖

が
霊
験
を
現
す
日
と
さ

れ
た
の
か
と
い
え
ば
、
雷
雨
が
も

っ
と
も
よ
く
発
生
す
る
時
期

で
あ

っ
た
か
ら
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
清
末
に
記
さ
れ
た
北
京

の
代
表
的
な
歳
時
記
の

一
つ
で
あ
る
敦
崇
の

『燕
京
歳
時
記
』
に
も
、

　　
　

「
六
月
は
大
雨
が
よ
く
降
る
時
期
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

昭
和

一
六
年
か
ら
二

一
年

(
一
九
四

一
～

一
九
四
六
)
ま
で
の
五

年
に
わ
た
り
、
北
京
輔
仁
大
学
で
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
中
国

の
民
俗

を
調
査

・
研
究
し
た
直
江
広
治
氏
は

『中
国

の
民
俗
学
』

の
中

で
、

旧
六
月
を
中
心
に
前
後
二
ヵ
月
は
多
雨

・
高

温
で
あ
る
た
め
作
物

の

成
長
に
は
重
要
な
時
期

で
あ
る
こ
と
と
、
旧
六
月
に
水
神

の
祭
り
が

多
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
、
水
の
徳
を
仰
ぐ
こ
と
の
厚
い
農
民
が
、

こ
の
時
期
に
水
神

の
祭
り
を
い
と
な
む
こ
と
は
誠

に
ふ
さ
わ
し
い
こ

　れ
　

と
で
あ
る
、
と
述

べ
て
い
る
。

人
々
が
雨
期
に
作
物

の
成
長
に
必
要
な
雨
を
待
ち
望
ん
で
い
た
こ

と
は
、
容
易
に
想
像

で
き
よ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
農
作
物
の

成
長
に
欠
か
せ
な
い
雨
が
降
る
季
節
に
誕
生
日
を
持

つ
雷
祖
は
、
恵

み
の
雨
を
も
た
ら
す
神
と
み
な
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
と
す

れ
ば
、
農
作
物
の
実
り
に
不
可
欠
な
雨
を
も
た
ら
す
雷
祖
を
、
食
物

の
守
護
神
と
考
え
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
食
物

に
関
係
す
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る
職
業

の
人
々
が
雷
祖
を
信
仰
し
た
こ
と
も
ま
た
自
然
な
こ
と
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
糖
餅
行
の
人
々
が
雷
祖
を
信

奉
し
た
理
由
も
、
食
物
の
守
護
神
と
し
て
の
雷
祖
が
主
で
、
聞
仲
は

　お
　

後
か
ら
結
び
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
な
ぜ
雷
祖
が
聞
仲
と
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の

か
だ
が
、

『中
国
行
業
神
崇
拝
』

に
は
、
聞
仲
が
登
場
す
る

『封
神

演
義
』

に
つ
い
て
、
職
業

の
守
護
神
を
決
め
る
時
に
最
も
多
く
取
り

入
れ
ら
れ
た
通
俗
小
説

で
あ
る
こ
と
、
登
場
人
物
が
多
く
物
語
の
内

容
が
豊
富

で
、
神
を
祀
る
際

の
根
拠
と
し
て
選

べ
る
材
料
を
よ
り
多

く
提
供
し

て
い
る
こ
と
も
、
守
護
神
を
決
め
る
時
に
よ
り
多
く
取
り

　お
　

入
れ
ら
れ
た
理
由
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『封
神
演
義
』
が
清
代

の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
た

こ
と
を
具
体

的
に
示
す
例
と
し
て
、
元
宵
節

に
飾
ら
れ
た
提
灯
が
あ
る
。
清
の
譲

廉
の

『
京
都
風
俗
誌
』
に
は
、
街
中
に
飾
ら
れ
て
い
た
提
灯
に
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

っ
た
の
か
記
さ
れ
て
お
り
、
提
灯
に
描
か
れ

て
い
た
図
柄
と
し
て
、
日
本

で
も
お
馴
染
み
の

『西
遊
記
』
、
『水
群

伝
』
な
ど
と
と
も
に

『封
神
演
義
』
の
登
場
人
物
も
挙
げ
ら
れ
て
い

　　
　

る
。
多
く

の
人
々
に
親
し
ま
れ
た
元
宵
節
の
提
灯
に
描
か
れ
た
こ
と

は
、
『
封
神
演
義
』
が
当
時
の
人

々
に
と

っ
て
馴
染
み
深
い
小
説

で

あ

っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
広
く
親
し
ま
れ
た
小
説

の
中

で
雷
神
の
統
領
に
封
じ
ら
れ
た
聞
仲
は
、
代
表
的
な
雷
神
と
み

な
さ
れ
て
い
た
の
で
、
雷
祖
と
も
自
然
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
北
京
の
菓
子
屋
お
よ
び
菓
子
職
人

の
ギ
ル
ド
で
あ
る
糖
餅

行
の
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
で
あ

っ
た
馬
神
廟
と
、

そ
の
祭
神
の
雷
祖
に
つ

い
て
見

て
き
た
。
ま
ず
、
外
城
の
東
北
よ
り

の
広
渠
門
に
ほ
ど
近

い

と
い
う
、
他
の
ギ
ル
ド
に
は
例

の
少
な
い
馬
神
廟

の
所
在
地
に
つ
い

て
検
討
し
た
が
、
こ
の
地
区
に
江
南
出
身
者

の
義
地
が
多
く
南
案
と

の
関
係
が
想
定
さ
れ
は
す
る
も
の
の
、
糖
餅

行
と
の
結
び
つ
き
に
つ

い
て
の
必
然
性
を
示
す
要
因
は
見
当
た
ら
ず
、
明
確
な
答
え
を
提
示

で
き
な
か

っ
た
。
ま
た
、
祭
神

で
あ
る
雷
祖

と
菓
子
屋
ギ
ル
ド
と
の

関
係
を
め
ぐ

っ
て
、
こ
の
神
が
、
食
物
、
と
く
に
穀
類
と
か
か
わ
り

の
深
い
こ
と
、
他
の
食
品
業
関
係
の
ギ
ル
ド

で
も
祀
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
た
が
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
そ

の
結
び
つ
き
の
理
由
に

つ
い
て
、

い
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
で
き
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後

の
課
題
と
し
た
い
。
最
後
に
な

っ
た
が
、
今
回
の
小
論
を
書
く

に
あ
た
り
、
資
料
を
ご
提
供
く
だ
さ
り
、
様

々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
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た
だ
い
た
森
田
憲
司
先
生

に
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

(註
1

)

 

(2
)

(
3
)

北
京

の
人

々
と
菓

子
と

の
か
か
わ

り

に

つ
い

て
は
、

「
清
代

北
京

の

菓

子
屋

と
お
菓

子
」

と
題
し

て
、
『
ア
ジ

ア
遊

学
』

四
七
号

(
勉
誠

出

版

二
〇

〇
三
)

に
も
執
筆

し

て
い
る
。

『都

市
叢
談
』

(
逆
旅
過
客
撰

北
京
古
籍
出

版
社

一
九
九

五
)

素

茶
館

帯

紅
櫨
者
名

爲

「
江
南
茶
社

」
、

(以
下
略

)

「
紅
燈

」

に

つ
い
て
、

『
昔

日
北
京
大

観
』

(
果
鴻
孝

著

中

国
建

材

工
業
出
版

社

一
九
九

二
)

に
は
、
次

の
よ
う

に
あ
る
。

戯

園
子
與
茶

館
児

茶

客
在
這
里

可
以
喫
到
本
茶
館

制
倣
的
樵

点
、
如
芙
蓉
樵

・
薩
其

瑞

・
鉦
櫨
等

。
這
是
因
為
茶
館

本
身
設
有

拷
櫨

(称
紅
櫨
)
。

こ

の
よ

う

に
、

「
江
南

茶

社
」

で

は
菓

子

を
焼

く

か
ま

で
あ

る

「
紅

櫨
」

を
持

っ
て
お
り

、

こ
の

「
紅
櫨

」

で
焼

い
た
菓
子
を
客

に

提
供

し

て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

道

光

二
八
年

の

「
行
規

碑
」

で
は
、

「
雷
祖
聖

會
」

の
四
字
が

横
書

き
さ

れ
た
下

に
、

伏

魔
大
帝

観
音

大
世

九

天
雷
祖

の
、

三
行
が
な

ら
ぶ
。

(4
)

ま
た
、
光
緒
三
四
年
の

「糖
餅
行
碑
記
」
で
は
、
碑
文
の
末
に
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

關
聖
帝
君

観
音
大
士

聖
會

九
天
雷
祖

嘉
慶
五
年

雷
祖
会
碑

向
日
原
有
茶
館
南
果
舗
八
十
鯨
家
、
迄
今
九
十
鯨
載
。
以
來
翻
蓋

大
殿
、
前
後
殿
宇
、
以
及
雨
廟
房
、
屡
次
重
修
。

道
光
七
年

重
修
碑

於
道
光
壬
午
春
重
修
雷
祖
聖
殿
、
馬
紳
聖
殿
、
關
帝
聖
殿
。
度
材

鳩
工
、
共
銭
壼
千
武
百
蝕
千
。
越
丁
亥
夏
、
又
籍
公
掲
修
理
山
門

週
園
岸
界
。
工
用
費
銭
騨
百
鯨
千
。

道
光
二
八
年

行
規
碑

十
六
年
重
修
大
殿

一
座
。
京
南
雨
案
合
行
、
共
摘
資
銭
二
千
三
百

二
十

一
吊
。
(中
略
)
二
十
六
年
重
脩
群
培
、
合
行
共
掲
資
銭
八

百
二
十
吊
整
。

道
光
二
八
年

聖
会
碑

道
光
二
十
七
年
二
月
十
九
日
、
修
理
撃
堵
。
南
案
共
用
銭
二
百
吊

文
正
。

同
治
元
年

万
古
流
芳
碑

同
治
元
年
三
月
初
二
日
、
修
立
週
培
垣
、
前
後
大
殿
、
東
西
配
房
、

山
門
内
外
脚
門
。
共
用
銭
武
肝
武
百
陸
拾
武
吊
捌
拾
文
。

同
治
元
年

万
善
同
帰
碑

同
治
元
年
三
月
初
二
日
、
修
理
週
園
群
培
、
前
後
大
殿
、
東
西
配

一31一



(
5
)

(
6
)

((

87
))

殿
、
山
門
内
外
大
小
角
門
、
添
置
慢
帳
等
項
、
以
上
共
用
銭
爾
千

雨
百
陸
拾
武
吊
捌
百
捌
拾
文
。

嘉
慶
五
年

雷
祖
会
碑

現
今
請
有
達
慧
和
尚
、
照
看
廟
宇
所
有

一
切
香
火
。
(中
略
)
倫

住
持
視
廟
中
香
火
淡
薄
、
住
持
不
力
、
許
値
年
會
首
通
知
絡
理
會

首
、
公
議
男
召
住
持
。

嘉
慶
五
年

雷
祖
会
碑

原
有
契
紙
、
並
西
南
墳
地
契
紙
、
共
計
八
張
。
又
東
角
門
外
院
地

契
紙
、
倶
交
前
門
外
鮮
魚
口
内
大
興
櫻
劉
徳
全
収
存
。
不
意
大
興

櫻
於
乾
隆
五
十
五
年
十
二
月
被
天
災
焼
椴
。

道
光
二
八
年

聖
会
碑

所
乾
隆
五
十
五
年
、
司
事
大
興
櫻
天
災
。
將
地
契
及
修
蓋
殿
宇
賑

目
、
均
被
焚
化
無
存
。

同
治
元
年

万
古
流
芳
碑

自
乾
隆
五
十
五
年
、
司
事
者
大
興
櫻
天
災
。
將
地
契
及
修
蓋
殿
宇

賑
目
、
均
被
焚
化
無
存
。

同
治
元
年

万
善
同
帰
碑

其
殿
宇
地
契
修
蓋
帳
目
、
寄
大
興
棲
収
存
。
自
乾
隆
五
十
五
年
、

此
鋪
均
被
天
火
焚
化
無
存
。

許
道
齢
編

国
立
北
平
研
究
院
史
学
研
究
会

一
九
三
六

『
北
京
市
崇
文
区
地
名
志
』
の
棲
流
所
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。

棲
流
所
は
、
崇
文
区
の
東
北
部
、
東
花
市
街
道
弁
事
処
の
界
内
、

広
渠
門
内
大
街
東
端
北
側
に
在
る
。
棲
流
所
は
早
く
に
存
在
せ
ず
、

(
9
)

(10
)

(11
)

現
在

は
学
校

、

工
場
、

民
居

が
混

じ
り

あ

っ
た
地
区

で
あ

る
。

(
中
略
)

清
代

に
は
外
城
東

城

の
棲
流

所

は
廣
渠

門
内
、

婆
源
義

園

の
北

に
あ

っ
た
。
宣

統
年
間

の

『
清
北
京
城

図
』

の

「
外
左
三

区
」

の
と

こ
ろ
に

「棲

流
所
」
と
あ

る
。
民

国
二
六
年

(
一
九

三

七
)

に
な

る
と
、
棲
流

所
は
存
在
し

な
か

っ
た
が
、
そ

の
地
名

だ

け
は

一
九

四
九
年

ま

で
ず

っ
と
保
持
さ

れ
た
。

(
筆
者
訳
)

ま
た
、

日
本

の
清

國
駐
屯
軍

司
令
部

が
編
纂
し

た

『
北
京

誌
』

(博

文
館

一
九
〇

八
)

の
第
二
八
章
公
私
慈
善
事

業

・
第
三
節
棲
流
所

に
は
、
次

の
よ
う
に
あ
る
。

棲
流
所

は
、
原
来

其

の
名

の
示
す

が
如

く
流

民
を
棲
止
せ
し
む

る

に
あ
り
。
支

那
に

て
は
人
民

の
郷
を
去

り

て
他

に
移
る
者
多
く
、

終

に
流
民

と
な
る
者
亦
少
か

ら
ず
。
政
府

は
此
等
流
民

は
勉

め
て

之
を
原
籍
地

に
送

還
す
る

の
主
義

を
採

る
を
以

て
、

一
時
彼
等

を

棲
ま

し
む
る
為

に
棲
流
所

は
出
来

た
る
な
り
。
然
れ
ど
も
今

日
に

て
は
必
ず
他
省

の
流
民

に
限
ら
ず
、

一
般
貧

民
を
収
容

す
。

(
句

読
点

は
筆
者

)

『
震
垣
識
略

』
巻
九

外
城

一

天
龍
寺

在
下
鍋
腔
胡
同
、
係
漸
金
華

會
館
。
明
萬
暦
中
建
、
本

朝

康
煕

二
年
修
。
有
雍
正
五
年
碑
。

同
隆
安
寺

在
花
兜
市
東
南
、

明
天

順
間
履
刹
也
。

(中
略
)
考

(
『
日

下
藷

聞
考
』
を
指
す
、
筆
者
)

按
、
隆
安
寺
今
存
、
創
於

明
景
泰

五
年

、
寺
中
有
題
名
碑
可
考
。

同
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臥

佛
寺
在
崇
興
寺

東

口
、

入
山

門
有
圓
殿
、
佛

立
其
中
。
後

殿
有

臥

佛
、
長

一
丈

二
尺
、
有
十

三
佛
環
立
肩
背
後
。

寺
無
碑
記

、
祇

西
廊

一
鐵
鐘
、

明
正
徳
戊
辰
年

所
錦
、
構
妙
音

寺
。
長
元
按

、
寺

有

乾
隆
丙
戌
年
翰
林
侍
讃
學
士
圖
塔
布
碑
。
又
張
爵
五
城
坊
巷
志
、

崇

南
坊
有
妙
音
寺
、
今
無
存
。
寺
内
正
徳
間
鐘
、
或
是
彼
庭
移
來
、

未

可
知
也
。

(12
)

同
櫨
聖
奄
在
廣
渠
門
内
、
創
於
明
代
、
係
山
西
冶
行
所
建
、
祀
老
君
、

(
以
下
略
)

(13
)

同
安
化
寺
在
崇

南
坊
興
隆
街

、
明
繹
曇
蕊
開

山
、
正
統

八
年
賜
額
、

(以
下
略
)

(14

)
「
古

燕

日
渉

」

は
、

『
日
時

計

の
あ

る
風
景
』

(文
藝

春
秋
新
社

一

九
四
七
)

に
収
録
さ

れ
て

い
る
。

(15

)
「
古

燕

日
渉

」

に
も
、
皮
箱

行

(
鞄
業
ギ

ル
ド
)

の
会
館

で
あ

る
東

極
宮
を
探

す
く
だ
り

で

『
燕
都
叢
考
』

が
引
用
さ

れ
て

い
る
。

(
16
)

「
古
燕

日
渉
」

で
は
、

馬
神
廟

の
周
辺

に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
描

か

れ

て
い
る
。

臥
仏
寺

の
傍

か
ら
、
畑

の
な
か
に
入
り

こ
ん

で
、
南

極
廟

に
赴
く
。

こ
の
辺
に
は
、
糸

を
繕
る
職
人

が
た
く
さ
ん
住

ん
で

い
る
。

(中
略

)

南
極

廟
は
道
路

か
ら
み
る
と
、

や
や
小
高

い
位
置

に
あ

る
。
廟

内

に
は
、

売
も

の
ら
し

い
線
香

が
う
ず
た
か
く
積

ま
れ

て
は

い
る
が
、

こ
れ
も
糸
繕
り

の
工
場

に
な

っ
て

い
て
、
職
人

が
二
三

は
た
ら

い
て

い
る
ほ
か
、
古
碑

そ

の
他
目

ぽ
し

い
も

の
は

一
つ
も
な
し
。
俳

優
や

劇

に
関
係

の
あ
る
も

の
は
と
尋

ね
て
み
る
と
、
職
人

の

一
人
が
、
路

一
つ
隔

て
た
東
側

の
高
台

の
建
物

が
そ
れ
だ
と
教

え
て
く
れ
る
。
行

っ
て
み
る
と
、

な

る
ほ
ど
土
培

を
め
ぐ

ら
し
た

一
郭

に
、

「
江
南
春

台
義

園
」

と
書

い
て
あ

る
。

(
以
下
内
部

の
様
子

が
描
か

れ

て
い
る

が
、

こ

こ
で
は
省
略

す
る
)

裏

の
畑
地

に
は
、

一
面

に
、
劇
界
関
係

者

の
墓

が
た

っ
て
い
る
。
試

み

に
石
標

の
あ

る
も

の
を
拾

っ
て
み

る

と
、
最

も
古

い
と

こ
ろ

で
威

豊
同
治
、
新
し
く

な
る
と
光
緒
か
ら
民

国
何
年

の
文
字

が
見

え
、
ま
た
江
蘇
人
誰

々
と
か
、

黄
岡
県
人
某

と

か
書

い
て
あ

る
。

(中

略
)

臥

仏
寺

の
側

か
ら
、
路
を
南

に
と
り
、
畑

の
な
か
を
進
む
。
も

う

空
気

が
ず
い
ぶ
ん
冷

た

い
。
馬
祖
廟

(馬
神
廟
と
思
わ
れ
る
、
筆
者
)

の
前

の
、
谷
底

の
よ
う

に
低

い
埃
路
を

一
旦
越

し

て
、
前
方

の
高
地

に
上

り
、
し
ば

ら
く
歩

い
て
西

に
折
れ

た
と

こ
ろ

に
、
炉
聖
庵

が
あ

る
。

こ
の
あ

た
り
は
疏
菜

の
青
さ
が
眼

に
沁
み
る
よ
う
だ
。
農
夫

や

娘

た
ち
が
忙

し
そ
う

に
立
ち

は
た

ら
い
て

い
る
が
、

こ
の
辺
と
し

て

は
も

の
め
ず

ら
し

い
わ
れ
わ
れ

の
姿

に
も
全
く
無
関

心
で
い

て
く
れ

る
。

(17

)
『
資

料
集
』

に
は
馬

神
廟

の
平
面

図
が
掲
載

さ
れ

て

い
る
が
、

こ
こ

に
描
か
れ

て

い
る
馬
祖
殿
内

に
は
碑

六
基
、
棺
三

つ
が
描
か
れ

て
お

り
、
「
古
燕

日
渉
」

の
内
容

と

一
致

す
る
。

(18

)
『
北
平
廟
宇

通
検
』
上
編

菖
爲
京
師

糖
餅
商
會
所
、
今

已
破

敗
不
堪
。

(
19
)
『
資
料
集

』

の
燈

聖
庵

の
項

に
引
か

れ
た
仁
井

田
氏

の
調
査

日
誌

に

は
、

「
何

と
馬
神
廟

と

は
ど
ぶ

の
よ
う

な
川
筋

一
つ

へ
だ

て
た
す
じ
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(20
)

(21
)

(22
)

(23
)

向

い
」
と

あ
る
。

も
う

一
つ
考

え
ら
れ
る
可
能
性

と
し

て
は
、

仕
事
場

や
住
居

が
近
く

に
あ

っ
た

こ
と

で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
北
京

の
ギ
ル
ド

の
中

で
紙
業

ギ
ル
ド

は
、
宣
武

門
外

の
白
紙
坊

に
会
館

(紙

行
会
館
)
を

も

っ
て

い
た
が
、
白
紙
坊

に
は
紙
造
り

を
仕
事
と
す

る
人

々
が
居
住

し

て
い

た

と

『
震

垣
識
略

』

に
あ
る

(巻

一
〇

外
城

二

・
白
紙

坊
)
。

し

か

し
、

馬
神
廟
周

辺

の
地
名
な

ど
を
調

べ
た
が
、

先
程
か
ら
も
挙

げ

て
い
る
よ
う

に
周
囲

は
畑
地
や
墓
地

な
ど
が
多
く

、
菓
子
工
房

に
関

連

す
る
と
考
え

ら
れ
る
よ
う
な
地
名

や
そ

の
存
在

を
示
す
資
料

は
、

見

つ
か

っ
て
お

ら
ず
、

そ

の
可
能
性

は
少
な

い
。

仁
井

田
陞
著

『
中
国

の
社

会
と
ギ

ル
ド
』

(岩
波
書
店

一
九
五

一
)

李
喬
著

『
中
国
行
業
神
崇

拝
』

(中
国
華

僑
出
版
公
司

一
九
九
〇
)

下
編

分
述

七
飲
食
類

樵
点
業

・
蘇
餅

業

樵
点
業

所
奉
雷
祖
即

『封

神
演
義
』
中

股
紺
王
的
大

臣
聞
太
師
聞

仲
。

『
基
爾

特
集
』

(
『
資
料

集
』

の

こ
と
、

筆
者
)

関
干
馬

神
廟

中
所
奉
之

神
有
段
注
文
、
其

中
談
到

「廟

中
所
祀
雷
祖

即

『
封
神

傳
』
中
股
討

王
的
武
将
聞
仲

。
」

(按

"
聞
仲

非
武
将
)

同
『
調
査
紀
略
』

(
崇
璋
氏

に
よ
る

『
北
平
各
行

祖
師
調
査
紀
略

』

の

略
、
筆
者
)
記

有
樵
点
業
奉
聞

仲
為
祖
師
的

理
由

"
「
(樵
点
舗

)

所
供
之
祖
師
、

則
頗
奇
特
、

乃
俗
傳
討
王
時

代
之
聞
仲
、
相
傳

烙

制

樵
点

之

,喜
櫨

`
、
拷

制
樵
点

之
、

,吊
櫨
`

,燗
櫨

`
等
、

均

為

聞
仲
所
発

明
。
」

(中
略
)
樵

点
業
所
謂
聞
仲

発
明
喜
櫨
等

工
具

的

傳
説
不
知
是

根
擦
什
廣
附
会
出

来
的
。

(24
)
『中
国
工
商
行
会
史
料
集
』
上
冊

第
三
編

各
省
工
商
行
業
条
規

選
輯

斎
館
条
規

(省
城
)

一
.
我
行
創
自
乾
隆
、
樵
餅
値
目
定
案
規
章
、
(以
下
略
)

(25
)
『中
国
行
業
神
崇
拝
』

下
編

分
述

七
飲
食
類

厨
業

湘
潭
等
地
厨
業
奉
雷
祖
為
祖
師
。
『項
談
』
(夏
振
栄
氏
の

『行
業

祖
師
項
談
」
の
略
、
筆
者
)
云

"
湘
潭
雷
祖
殿
供
雷
祖
大
帝
神
位
、

是
厨
師
的
祖
師
、
六
月
二
十
四
日
祭
祀
。
又
記
何
以
奉
其
為
祖
師

"

厨
業
奉
雷
祖
為
祖
師
源
干
民
間
迷
信
、
説
糟
踏
了
五
穀
会
遭
雷
打
、

故
用
彼
多
糧
食
去
祀
雷
祖
、
可
避
免
雷
打
。

(26
)
『中
国
行
業
神
崇
拝
』

下
編

分
述

七
飲
食
類

糧
食
業

内
江
的
籠
房

(将
稲
穀
加
工
成
大
米
的
作
坊
)
也
奉
雷
祖
為
祖
師
、

毎
年
六
月
二
十
四
日
挙
辮
雷
祖
会
。
奉
雷
祖
為
祖
師
的
理
由
擦
説

是
因
加
工
稲
米
打
去
糠
皮
時
籠
子
轟
轟
作
響
、
近
似
雷
声
、
故
奉

雷
祖
為
祖
師
。

(27
)
『太
平
広
記
』
巻
三
九
三

華
亭
堰
典

呉
越
聞
震
死
者
非
少
。
有
牛
及
蝉
魚
樹
木
等
、
爲
雷
撃
死
者
。
皆

聞
於
縣
辮
識
。
或
日
人
則
有
過
、
天
殺
可
也
。
牛
及
樹
木
魚
等
、

山豆
有
罪
悪
而
殺
之
耶
。
又
有
獄
君
殺
父
殺
害
非
理
者
、
天
何
不
諌
、

請
爲
略
説
。
洞
庭
子
日
、
昔
夏
帝
武
乙
、
射
天
而
震
死
。
奢
臣
王

導
、
寝
栢
而
移
災
。
斯
則
列
於
史
籍
　
。
至
於
牛
魚
、
以
穿
踏
田

地
、
水
傷
害
禾
苗
也
。
或
日
、
水
所
損
亦
微
、
何
罰
之
大
。
封
日
、

五
穀
者
萬
人
命
也
。
國
之
寳
重
。
天
故
諌
之
、
以
誠
於
人
。

(82
)
『清
嘉
録
』
巻
六

雷
齋

接
雷
素
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(29
)

(30
)

(31
)

二
十

四
日
爲
雷
尊
誕
。

城
中
玄
妙
観

、
閻
門
外

四
圖
観

、
各
有
神

像
。
蝋

炬
山
堆
、
香
煙

霧
噴
、
殿
前

宇
下
、
快
雲
而

汗
雨
者
、
不

可
勝
計

。

(中
略
)
自

朔
至
誕

日
茄
素

者
、
謂
之

「
雷
齋
」
、
郡
人

幾
十
之

八
九
、
屠
門
爲

之
罷
市
。
或

有
聞
雷
茄
素
者
、

錐
當
食
之

頃
、

一
聞
魑
魑
之
聲
、

重
御
素
鯖
、

謂
之

「
接
雷
素
」
。

雷
神

と
さ
れ
る
も

の
の
数

は
き
わ

め
て
多

い
が
、

こ
こ

に
い
う
雷
尊

は
道
教

に
お

い
て
天

の
雷
部

の
三
十
六

神

(
二
十

四
神

と
も

い
う
)

を
総
領

す
る
九
天
応
元
雷
声

普
化
天
尊

を
指
す
。

こ
れ
を
六
月

二
十

四

日
に
祭

る
こ
と

は
、

『
明
史

』
礼

志
四

に

「
雷
声
普

化
天
尊

は
、

道
家

の
以

て
五
雷
を
総

司
す
と
為

す
と

こ
ろ
な
り
。

又
た
六
月

二
十

四

日
を
以

て
天
尊
示
現

の
日
と
為

し
、

故

に
歳
ご

と
に
是

の
日
を

以

て
官

を
顕

霊
宮

に
遣

し
致

祭

す
」

と
見

え

る
。

こ
れ

は
弘
治

元
年

(
一
四
八
八
)

に
尚

書

の
周

洪
誤

ら
が
、

風
雲
雷

雨
は
山

川
壇

で
祀

る
も

の

で
、

こ
の
祭

は
罷
め
る

べ
き

で
あ

る
と
論

じ
た
中

の
語

で
あ

る

が
、

そ
れ
ま

で
は
示

現

の
日
と
し

て
官
祭
さ

れ
て

い
た

こ
と

が
わ

か

る
。

こ
の
雷
尊
示

現

の
日
が
生

日
と
さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
ら
し

く
、
下

っ
て
万
暦
末

の

『
月
令
採
奇

』
六
月
雑

記
に
は

「
二
十

四
日
、

九
天
応

元
雷
声
普
化
天

尊

の
誕
」

と
あ
る
。

敦
崇
著

『
燕
京
歳
時
記

』

掃
晴

娘

六
月

乃
大
雨
時
行
之

際
。
凡
遇
連

陰
不
止
者
、

則
閨
中
兜
女
勇

紙

爲
人
、

懸
於
門
左
、

謂
之
掃
晴

娘
。

直

江
広
治

著

『
中

国

の
民

俗
学
』

(岩
崎

美
術
社

一
九
九

六
)

行
事
伝

承

五
祈
雨

旧
六
月
を
中
心

に
前
後

二

ヵ
月

は
多

雨
し
か
も
高
温

で
あ
る
た
め
、

(32
)

(33
)

作
物

の
成
長

に
は
重
要

な
期
間

で
あ
る
。
旧
六
月
十
八

日
は
竜
王

の
誕
生

日
と
さ
れ
、
各
村

の
竜

王
廟

の
廟
会
が
行

な
わ
れ
る
が
、

ま
た
十
七
日
は
水
母
娘
娘
と

い
う
水
神

の
誕
生

日
と
さ
れ

て
い
る
。

揚
子
江
流
域

の
水
神

で
あ
る
二
郎
神

の
誕
生

日
も

二
十
六

日
と
さ

れ

て
お
り
、
水
神

の
威
力
が
特
に
こ
の
期
間

に
強
く
発
動
さ
れ
る
。

水

の
徳
を
仰

ぐ

こ
と

の
厚

い
農

民
が
、

こ
の
時
期

に
水
神

の
祭
を

い
と
な
む

こ
と
は
誠

に
ふ
さ
わ
し

い
こ
と

で
あ

る
。

し
か
し
、

こ

の
雨
期

は
華

北

に
お

い
て
し
ば
し
ば
降
水

の
確
実
性

を
欠

き
、
農

作
物

の
収
穫

に
大
き

な
変

化
を
与
え
る
。
時
正

に
麦

・
粟

・
高
梁

な
ど
重
要

な
作
物

の
成
熟
期

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

も
し

こ
の

時
期

に
旱
越

が

つ
づ
け
ば
、

そ
れ
は
農
民

に
と

っ
て
は
死
活

に
関

す
る
大
問

題

で
あ
り
、
農

民
は
熱
心

に
大
規
模

な
雨
乞

の
行
事
を

行
な

う
こ
と

に
な

る
。

雷
祖
と
聞
仲

に

つ
い
て
、

『中

国
行
業
神
崇
拝
』

(下

編

分
述

七

飲
食
類

厨

業
)

に
は
、

次

の
よ
う

に
あ
り
、

関
干

該
神

的
来

歴

、

又
有
或

即
黄
帝

、

或
即
神

香
真

王
、

或
即

『
封
神
』

中
之
聞
仲

三
説
、
其
中
以
聞
仲
之
説
較
為

流
行
。

雷
祖

の
素

性

に
は
三

つ
の
説
が
あ

っ
た

が
、

そ

の
う
ち
聞
仲

と
す

る
説

が
よ
り
流
行

し
た
と
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

『
中
国
行
業

神
崇

拝
』

上
編

概

論

二
行
業

神
的
形
成

通
俗

小
説
與
行

業
神

『
封

神
演
義

』
是

従
業
者
造

神
時
取
材

最
多
的

一
部
通
俗

小
説
。

(中

略
)

同
時
、

該
書
所

写
人
物
衆
多

、
故
事

豊
富
、

可
供
選
択

作
為
奉

神
根
擦
的
材

料
較
多
、
也
是
従
業
者
造

神
取
材
較
多
的
原
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(34
)

因
。

譲
廉
著

『京

都
風
俗

誌
』

其
燈
有
大

小
、
高
倭

、
長
短
、
方
圓

等
式
、
有
紗

紙
、
琉
璃
、

羊

角
、

西
洋
之

別
。
其

給
人
物

則

《
列
國
》
、

《
三
國

》
、

《
西
遊
》
、

《
封
神
》
、

《
水
濤
》
、

《
志
異
》
等

圖
、

花
卉
則
蘭
、

菊
、
梅
、

桂
、

萱
、
竹

、
牡
丹
、
禽

獣
則
鶯
鳳
、
龍

虎
、
以
至
馬

牛
、
猫
犬
與

魚

蝦
、
轟

蟻
等
圖
、
無

不
顔
色
鮮
美
、

妙
態
傳
真
。

品
目
殊
多
、

頗

難
枚
畢

。
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